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本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「固体高分子形燃料電池利用高度化技術開発事業」（中間評価）の研究評価委員

会分科会（平成２９年１０月２０日）及び現地調査会（平成２９年９月１９日 於 パシフ

ィコ横浜 アネックスホール F201・F202 会場）において策定した評価報告書（案）の概

要であり、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第５５回研究評

価委員会（平成３０年３月１６日）にて、その評価結果について報告するものである。 
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「固体高分子形燃料電池利用高度化技術開発事業」（中間評価） 

評価概要（案） 

 

１．総合評価 

本事業は、水素利用の飛躍的な拡大を含む国のエネルギー基本計画や水素・燃料電池戦略

ロードマップを推進するものであり、日本の産業基盤を支え、世界的に優位性を確保するた

めに重要なものである。学と産のそれぞれの強みを発揮して取り組み、大幅な性能・耐久性

向上とコスト低減を目指した挑戦的な目標を概ね達成している。特に、基盤技術開発の中核

を成す新 Pt 系触媒開発と評価・解析技術の進展には著しいものがあり、世界的に見ても最

高水準の成果が得られ、今後の燃料電池の研究開発に大きく貢献することが期待できる。プ

ロセス技術開発についても既存技術をベースに目標の工程時間 1/10 を達成する見通しであ

り、品質面も含め事業化に向けた展開には十分な期待が持てる。 

一方、実用化時期が同一テーマ内でも異なっているため、事業全体の統一感が足りないよ

うに感じる。テーマ間の連携も十分とはいえない。また、実用化を見通せる段階にないテー

マや、本事業の目標やフェーズに合わないように感じるテーマも一部みられている。 

今後、優れた成果を選別し、系統的な開発体制を再整備することにより、最終年度までに

実用化を明確にすることを望む。また、国際標準化や成果発信にも積極的に取り組むことを

期待する。 

 

２．各論 

２．１ 事業の位置付け・必要性について 

 燃料電池の研究開発は、水素社会の形成に不可欠な技術であり、国のエネルギー基本計画

や水素・燃料電池戦略ロードマップとも合致している。また、本分野における技術的優位性

を示し、我が国の産業基盤を支えていくためには、一層の革新的技術の開発を長期的かつ戦

略的な視点に立って継続することが必要である。燃料電池のコスト、耐久性、効率等の基盤

研究においては、克服すべき技術課題の多くがまだ解決されているとは言えず、共通基盤的

な知見並びに技術の底上げを行うには、産学官が積極的に協働して研究開発を進める必要が

あることから、本事業は NEDO事業として妥当である。 

 

２．２ 研究開発マネジメントについて 

 本事業で設定された目標は、大幅な性能・耐久性向上と低コスト化を目指した挑戦的なも

のであり、燃料電池の普及促進という観点から妥当である。コストを意識した新規材料コン

セプトの確立に向けた課題や、必要な評価・解析技術、及び、スタック製造の工程時間を飛

躍的に改善するためのプロセス開発が概ね網羅されている。また、基盤技術開発を協調領域

として大学及び企業がコンソーシアム、技術委員会、各事業者の連絡会や成果報告会などを

利用し、情報共有を行っている。知財戦略についても、基本方針や合意書が整備されている。 
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一方、基盤技術開発では、想定した実用化技術の導入時期が一部のサブテーマで異なるも

のがあり、事業全体の統一感やテーマ間連携が不十分であるように思われる。また、事業の

目標やフェーズに合わないように感じるテーマも一部含まれている。 

今後、研究開発目標の達成時期を考慮した体制の再構築を行い、横断的に取り組まれるこ

とを望む。また、セル性能・耐久性評価技術の国際標準化の推進にも期待する。 

 

２．３ 研究開発成果について 

 中間目標は一部のテーマを除き概ね達成されており、世界的にも競合技術と比較して優位

性のある成果が多い。評価・解析技術開発では、世界初の成果も含まれており、膜/電極接

合体(MEA；Membrane Electrode Assembly)やスタックの構成要素を評価する標準的な技術が

構築されつつある。材料コンセプト創出技術開発では、新規シーズの創生と原理解明がなさ

れており、研究フェーズから実証フェーズに移行できる可能性を感じる。プロセス実用化技

術開発でも世界的に高水準の成果が得られており、最終目標を達成できる可能性が高い。論

文も十分に発表されており、受賞されるなど社会的に認知されている成果も多い。 

 一方、中間目標の達成見通しが困難なテーマや、最終目標の達成に向けた道筋に不安を感

じるテーマも一部みられるので、計画の見直しやテーマ継続の妥当性について、検証する必

要があると思われる。 

 今後、高い性能が立証された材料については、実用化に向けて民間への技術移転を加速し、

また、MEAによる新規開発材料の耐久性評価をさらに深化することが望まれる。さらに、世

界への成果の発信にも積極的に取り組むことを期待する。 

 

２．４ 成果の実用化・事業化に向けた取組及び見通しについて 

 基盤技術開発では、スタック材料の開発に有効な解析技術が開発され、材料コンセプト創

出の推進に寄与している。要素部材・生産設備としてユーザーに提供可能な成果が得られて、

最終ユーザーへの供試も始められている。プロセス開発では、目標の工程時間 1/10 に向け

た新しい製造技術が獲得でき、燃料電池システム全体の事業化に向け戦略的に進められてい

る。得られた成果も各事業者の保有技術をベースにした内容であり、事業化に向けた展開が

期待できる。 

一方、実用化を見通せる段階にないテーマや耐久性に関する検証が不十分なテーマが一部

でみられる。 

酸化物系触媒開発など意欲的な取組については、長期的な研究開発を継続し、成果の得ら

れたプロセス開発テーマについても、重点的に取り組み量産化まで進めることを期待する。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

 

評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 3.0 A A A A A A A 

２．研究開発マネジメントについて 1.7 B C B A C C B 

３．研究開発成果について 2.3 B B A A B B B 

４．成果の実用化・事業化に向けた取組及び 

  見通しについて 
2.1 B B B A B B B 

（注）素点：各委員の評価。平均値は A=3、B=2、C=1、D=0 として事務局が 

数値に換算し算出。 

 

〈判定基準〉 

１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 

・非常に重要          →A 

・重要             →B 

・概ね妥当           →C 

・妥当性がない、又は失われた  →D 

・非常によい         →A 

・よい            →B 

・概ね妥当          →C 

・妥当とはいえない      →D 

 

２．研究開発マネジメントについて 

 

４．成果の実用化・事業化に向けた取

組及び見通しについて 

・非常によい          →A 

・よい             →B 

・概ね適切           →C 

・適切とはいえない       →D 

・明確            →A 

・妥当            →B 

・概ね妥当          →C 

・見通しが不明        →D 

2.1 

2.3 

1.7 

3.0 

0.0 1.0 2.0 3.0

４．成果の実用化・事業化に向けた取

組及び見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性

平均値 
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